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千
葉
市
計
量
検
査
所
は
２

月
４
日
�
か
ら
６
日
�
ま
で

の
３
日
間
、「
第　

回
は
か
る

１３

世
界
の
夢
空
間
展
」
を
開
催

す
る
。

　

今
年
は
「
安
心
安
全
と
正

し
い
計
量
毎
日
の
願
い
」
を

テ
ー
マ
に
、
展
示
物
や
計
量

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
生

活
の
中
で
「
は
か
る
」
こ
と

へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て

も
ら
い
、
広
く
市
民
に
計
量

意
識
の
向
上
を
図
る
。

【
日
時
】
２
月
４
日
�
〜
６

日
�
、　

時
〜　

時
（
最
終

10

19

日
は　

時
ま
で
）

18

【
会
場
】
三
越
千
葉
店
８
階

催
事
場
（
千
葉
市
中
央
区
富

士
見
2－

6－

1
）

【
内
容
】
パ
ネ
ル
展
示
（
計

量
検
査
所
っ
て
ど
う
い
う
と

こ
ろ
？
／
正
し
い
計
量
の
確

千
葉
市
計
量
検
査
所

第　

回
は
か
る
世
界
の
夢
空
間
展

１３
2
月
４
日
〜
６
日
、三
越
千
葉
店
で

保
）、脳
年
齢
計
に
よ
る
健
康

測
定
、計
量
感
覚
ゲ
ー
ム（
あ

め
玉
つ
か
み
取
り
）、計
量
ク

イ
ズ

【
問
い
合
わ
せ
】
千
葉
市
計

量
検
査
所
（
担
当
・
青
木
）

電
話
0
4
3－

2
0
7－

3
6
0
3

ま
た
は
郵
送

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

�
日
本
規
格
協
会
教
育
研
修

部
教
育
研
修
課
（
電
話
0
3

－

3
5
8
3－

8
0
0
8
）

J
C
S
S
校
正

事
業
者
認
定

　
　

製
品
評
価
技
術
基
盤
機

（独）
構
（
N
I
T
E
）
は
、
計
量

法
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

の
J
C
S
S
校
正
事
業
者
を

　

年　

月　

日
付
で
８
件
認

04

12

24

定
し
た
。

　

認
定
事
業
所
は
▽
日
本
電

気
計
器
検
定
所
（
認
定
番
号

＝
0
0
3
9
、
事
業
の
区
分

＝
時
間
、
以
下
カ
ッ
コ
内
同

様
）
▽
ア
ン
リ
ツ
計
測
器
カ

ス
ト
マ
サ
ー
ビ
ス
�
校
正
セ

ン
タ
ー
（
0
0
5
4
、
時
間
）

▽
�
島
津
製
作
所
Ｃ
Ｓ
統
括

部
（
0
0
6
5
、
質
量
）
▽

�
日
本
建
築
総
合
試
験
所
品

質
保
証
部
計
測
器
校
正
室

（
0
1
3
8
、
質
量
）
▽
�

フ
ル
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
0
1
5
2
、
電
気
等
）

▽
�
井
谷
衡
機
製
作
所
校
正

管
理
部
（
0
1
5
3
、
硬
さ
）

▽
�
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
較
正
部

（
0
1
5
4
、
時
間
）
▽
�

山
武
品
証
環
境
本
部
計
測
標

準
セ
ン
タ
ー
（
0
1
5
5
、

圧
力
）
の
８
件
。

（
詳
報
は
次
号
に
掲
載
）

全
国
計
量
行
政
会
議

２
月　

日
、経
産
省
で

10

　

経
済
産
業
省
、　

産
業
技

（独）

術
総
合
研
究
所
、都
道
府
県
、

特
定
市
が
共
同
で
開
催
す
る

「
平
成　

年
度
全
国
計
量
行

１６

政
会
議
」
が
2
月　

日
�
、

10

東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業

省
地
下
講
堂
で
行
わ
れ
る
。

　

前
日
の
９
日
午
後
に
は
東

京
都
公
文
書
館
で
、
都
道
府

県
、特
定
市
職
員
を
対
象
に
、

検
査
規
則
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
に
伴
う

計
量
法
省
令
改
正
に
つ
い
て

の
説
明
会
が
開
か
れ
る
。

（1） 2005年（平成 17年）1月30日（日）第 2570 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

経
営
陣
、幹
部
へ
の
提
言

　

�
日
本
規
格
協
会
は
２
月　

日
�
、「
第
１
回
品
質
工
学

１８

に
よ
る
技
術
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム�

日
本
の
人
づ
く
り
・

も
の
づ
く
り
に
向
け
て
」
を
東
京
・
丸
の
内
の
東
商
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る
。
品
質
工
学
の
第
一
線
研
究
者
や
、導
入
・

実
践
し
て
い
る
企
業
の
ト
ッ
プ
、
現
場
担
当
者
を
広
く
講

師
に
招
き
、
現
状
の
認
識
と
解
決
方
向
に
つ
い
て
講
演
・

事
例
発
表
等
を
行
う
。

て
い
る
。
終
了
後
、
情
報
交

換
会
が
行
わ
れ
る
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
詳
細
は
次
号
）。

【
日
時
】
2
月　

日
�　

時

18

10

〜　

時
（
情
報
交
換
会
は　

17

17

時　

分
〜　

時
）

30

19

【
会
場
】
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
東

商
ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
丸
の

内
3－

2－

2
、東
京
商
工

会
議
所
ビ
ル
4
階
）、情
報
交

換
会
＝
ロ
イ
ヤ
ル
キ
ャ
フ
ェ

テ
リ
ア
（
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
地
下
１
階
）

　

品
質
工
学
は
、
独
創
的
な

技
術
開
発
を
成
功
に
導
く
方

法
論
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て

い
る
。
し
か
し
難
解
と
さ
れ

る
た
め
、
経
営
側
の
理
解
が

得
ら
れ
に
く
い
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
品
質

工
学
を
題
材
に
、
研
究
者
、

経
営
者
、
技
術
者
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
、
経
営

上
の
人
づ
く
り
・
も
の
づ
く

り
に
必
要
な
も
の
は
何
か
を

提
案
す
る
機
会
で
あ
る
と
し

【
参
加
費
】同
会
維
持
会
員
・

品
質
工
学
会
員：

1
0
5
0

0
円
（
税
込
）、
一
般：

1
1

5
5
0
円 
（
税
込
）、
学
生：

5
2
5
0
円
（
税
込
、
要
学

生
証
コ
ピ
ー
）。情
報
交
換
会

の
参
加
者
は
、
別
途
2
0
0

0
円
（
税
込
）
が
必
要

【
申
込
方
法
】
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
F
A
X

新
年
特
集
号
第
4
集

新
年
特
集
号
第
4
集

�
日
本
規
格
協
会
・
第
１
回
品
質
工
学
に
よ
る
技
術
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
面

千
葉
市
・
は
か
る
世
界
の
夢
空
間
展
、
J
C
S
S
認
定
、
全
国
計
量
行
政
会
議 
�
面

計
量
関
係
団
体
長
年
頭
あ
い
さ
つ  　
　
　
　
　
　
　
        
�
�
面

計
量
各
界
の
新
年
交
歓
会
�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
�
面

�
イ
シ
ダ
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�
、
計
量
士
ア
ン
ケ
ー
ト  　

�
面

品
質
工
学
報
告
�
、
あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
�　
 
�
面

私
の
履
歴
書
・
齋
藤
勝
夫
�
、
社
説
、
新
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ 　

�
面

計
工
連
・
R
o
H
S
指
令
に
係
わ
る
説
明
会　
　
　
　
　
　
　

�
面

計
工
連
・
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
、
Ｊ
Ｎ
Ｌ
Ａ
制
度
改
正
講
演
会
開
く
、
事
業
所
移
転  
�
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
�
寺
岡
精
工
・
国
内
外
に
広
報
誌
発
行  
�
面

今今週週のの主主なな記記事事

日
本
規
格
協
会

第１回品質工学による技術開発フォーラ第１回品質工学による技術開発フォーラムム
２月１８日、東京・丸の内の東商ホールで

あめ玉つかみ取
りゲーム。見本
の 100 ｇと比べ
て、あめ玉を同
じ重さになるよ
うにする。± 10
ｇにすると記念
品がもらえる
（写真は昨年の
もの）




